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地
域
が
畿
内
と
親
密
に
交
流
し

餌
と
す
る
陸
生
昆
虫
で
す
。

て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

ホ
タ
ル
は
一
年
で
生
涯
を
終

さ
て
、
こ
の
頃
日
本
列
島
で

え
る
昆
虫
で
、
北
房
を
代
表
す

は
前
方
後
円(

方)

墳
の
築
造
が

る
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
は
五
月
中
旬

始
ま
り
、
や
が
て
北
房
で
も
最

か
ら
六
月
中
旬
に
か
け
て
飛
び

初
の
首
長
墳
で
あ
る
荒
木
山
東

交
い
岸
辺
に
産
卵
、
約
一
カ
月

塚
が
築
か
れ
、
こ
の
盆
地
に
古

荒
木
山
の
古
墳
を
顕
彰
す
る
会

で
幼
虫
と
な
っ
て
水
中
に
潜
り

か
ら
、
そ
の
差
は
際
だ
っ
て
い

墳
時
代
が
始
ま
る
。

副
代
表

南
條

保
之

カ
ワ
ニ
ナ
を
補
食
し
な
が
ら
翌

る
。
ま
た
、
住
居
の
外
側
三
～

谷
尻
遺
跡
の
首
長
の
館
、
同

年
四
月
中
旬
に
上
陸
し
、
土
繭ま

ゆ

四
ｍ
に
幅
約
一
ｍ
の
溝
が
廻
り
、

時
期
に
築
か
れ
た
荒
木
山
の
首

初
夏
の
風
物
詩
と
し
て
親
し

を
造
っ
て

蛹

と
な
り
、

五
十
日

さ
な
ぎ

上
水
田
に
在
る
さ
く
も
と
ク

一
般
の
住
居
と
溝
に
よ
っ
て
区

長
墳
、
想
像
の
翼
が
羽
ば
た
く
。

ま
れ
て
い
る
ホ
タ
ル
。
北
房
は

ほ
ど
で
成
虫
と
な
っ
て
飛
び
出

リ
ニ
ッ
ク
と
北
房
薬
局
の
間
に
、

切
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら

屋
根
を
支
え
る
主
柱
の
穴
は
、

全
国
的
に
も
有
数
の
ホ
タ
ル
の

し
ま
す
。

又
丸
集
落
へ
通
じ
る
道
が
あ
る
。

首
長
の
館
と
さ
れ
た
。

棲
息
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

古
来
よ
り
、
人
と
ホ
タ
ル
は

国
道
３
１
３
号
線
か
ら
こ
の

こ
の
谷
尻
遺
跡
の
発
掘
で
多

す
。
地
球
上
に
は
二
，
〇
〇
〇

共
存
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

道
に
入
る
と
、
緩
い
下
り
坂
と

く
の
土
器
が
発
見
さ
れ
た
が
、

種
類
、
国
内
で
は
四
〇
種
類
の

現
代
で
は
ホ
タ
ル
の
棲
息
環
境

な
り
、
や
が
て
中
国
自
動
車
道

特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
住
居

ホ
タ
ル
が
い
る
と
言
わ
れ
て
い

は
ど
ん
ど
ん
狭
め
ら
れ
て
き
て

の
ボ
ッ
ク
ス
を
潜
る
こ
と
に
な

跡
の
溝
か
ら
出
土
し
た
大
量
の

ま
す
が
、
そ
の
殆
ど
が
光
を
発

い
ま
す
。

る
。
ボ
ッ
ク
ス
の
手
前
の
側
道

畿
内
系
土
器
で
あ
る
。
量
の
多

し
な
か
っ
た
り
、
昼
間
に
飛
ぶ

ホ
タ
ル
は
環
境
の
バ
ロ
メ
ー

を
右
へ
歩
く
と
、
Ｊ
Ａ
の
大
き

さ
に
加
え
て
、
「
甕
・
壺
・
高

も
の
も
い
た
り
し
ま
す
。

タ
ー
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
ホ

か
め

つ
ぼ

た
か

な
倉
庫
が
迫
っ
て
く
る
。
そ
の

坏
・
鉢
な
ど
の
器
種
も
そ
ろ
っ

北
房
に
は
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
、

タ
ル
の
飛
び
交
う
北
房
は
、
人

つ
き

は
ち

倉
庫
を
右
前
方
に
見
な
が
ら
進

て
お
り
、
さ
な
が
ら
畿
内
か
ら

ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
、

に
と
っ
て
も
住
み
よ
い
環
境
と

む
と
、
高
野
さ
ん
の
お
宅
が
あ

の
移
住
者
の
集
落
と
い
っ
た
感

オ
バ
ボ
タ
ル
が
確
認
さ
れ
て
い

言
え
ま
す
。

る
。
高
野
さ
ん
の
お
宅
の
す
ぐ

じ
が
す
る
。
」
発
掘
担
当
者
は
、

ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
オ
オ
マ

側
を
中
国
自
動
車
道
が
通
っ
て

こ
う
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

ド
ボ
タ
ル
、
ム
ネ
ク
リ
イ
ロ
ボ

い
る
の
だ
が
、
こ
こ
が
弥
生
時

三
世
紀
の
後
半
頃
に
は
、
北
房

タ
ル
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
可

代
最
終
末
の
首
長
の
住
居
と
さ

能
性
が
あ
り
ま
す
。

れ
る
大
型
の
竪
穴
住
居
跡
だ
。

今
年
、
平
成
三
十
年

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
と
ヘ
イ
ケ
ボ

（
遺
跡
は
、
道
路
敷
と
な
っ
て

（
二
〇
一
八
年)

は
、

間
仕
切
り
溝
の
内
側
四
隅
に
掘

タ
ル
は
幼
虫
の
時
期
を
水
の
中

い
て
現
存
し
な
い
。
）

大
谷
発
掘
三
十
周
年

ら
れ
て
い
た
。
一
段
高
い
ベ
ッ
ド

で
暮
ら
し
、
カ
ワ
ニ
ナ
を
餌
と

住
居
跡
は
、
四
角
形
で
一
辺

大
谷
・
定
古
墳
群

状
の
遺
構
や
炉
の
跡
三
カ
所
も

す
る
水
生
昆
虫
で
す
が
、
そ
の

が
一
二
ｍ
、
約
一
四
〇
㎡
あ
り
、

国
史
跡
指
定
十
周
年

発
掘
さ
れ
た
。

他
の
ホ
タ
ル
は
陸
で
暮
ら
し
、

他
の
住
居
が
三
〇
㎡
位
で
あ
る

カ
タ
ツ
ム
リ
な
ど
の
巻
き
貝
を

荒
木
山
通
信

201８年８月

第３号

荒木山の古墳

を顕彰する会

北
房
の
古
代
が
熱
い
！

○祝

ホ
タ
ル
と
共
に暮

ら
す

【谷尻遺跡発見の首長の家】北房町史から

「ほくぼうホタルの里」 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄから
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円
式
な
る
も
、
破
壊
さ
れ
て
追

跡
困
難
」
と
記
し
、
見
取
り
図

も
掲
げ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
兄
の
吉
備
津
彦
命
の

上
水
田
小
殿
集
落
の
中
ほ
ど
、

墓
と
言
わ
れ
る
岡
山
市
の
中
山

田
圃
の
中
に
土
を
積
み
上
げ
た

茶
臼
山
古
墳
は
、
全
長
が
一
二

よ
う
な
小
山
が
在
り
ま
す
。

〇
ｍ
の
初
期
の
前
方
後
円
墳
で
、

吉
備
は
備
前
、
備
中
、
備
後

て
い
る
こ
と
な
ど
、
備
前
の
影

こ
こ
が
「
小
殿
御
陵
古
墳
」

現
在
は
宮
内
庁
が
管
理
し
て
い

の
三
国
に
分
割
さ
れ
た
。
あ
る

響
が
多
く
見
ら
れ
る
。

で
、
地
元
で
は
古
く
か
ら
「
御

ま
す
。

い
は
、
そ
の
時
点
で
備
後
は
既

分
国
の
結
果
を
端
的
に
言
え

稜
様
」
と
呼
ん
で
崇
敬
し
て
き

小
殿
御
陵
古
墳
が
吉
備
稚
武

に
あ
っ
て
、
吉
備
は
備
前
と
備

ば
、
備
中
川
流
域
か
ら
北
房
地

ま
し
た
。
一
説
に
よ
る
と
、
こ

彦
命
の
御
陵
で
あ
れ
ば
、
相
当

中
の
二
国
に
分
割
さ
れ
た
と
い

域
を
チ
ョ
ン
切
っ
て
、
備
中
国

の
古
墳
の
主
は
吉
備
津
彦
命
の

に
立
派
な
古
墳
で
な
け
れ
ば
な

う
説
も
あ
る
。

へ
編
入
し
た
と
も
言
え
る
。
ご

弟
君
、
吉
備
稚
武
彦
命
で
あ
る

り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
七
世
紀
の

承
知
の
よ
う
に
、
北
房
盆
地
は

と
言
い
ま
す
。
吉
備
津
彦
命
は
、

現
地
を
訪
ね
る
と
、
前
方
部

終
わ
り
に
は
、
吉
備
は
三
国
に

周
囲
を
四
〇
〇
ｍ
級
の
山
並
み

四
道
将
軍
と
し
て
吉
備
を
平
定

を
南
へ
向
け
た
前
方
後
円
墳
と

分
か
れ
た
が
、
こ
の
分
国
に
際

に
囲
ま
れ
て
お
り
、
備
中
川
沿

な
い
か
。

し
た
と
言
わ
れ
、
稚
武
彦
命
も

見
え
ま
す
。
前
方
部
は
全
面
が

し
、
北
房
の
地
は
備
中
国
に
入

い
で
備
前
地
域
へ
と
通
じ
る
道

兄
に
従
っ
て
活
躍
し
ま
し
た
が
、

畑
と
し
て
耕
作
さ
れ
て
お
り
、

っ
て
い
る
。

が
唯
一
平
坦
で
安
全
な
道
で
あ

※

吉
備
分
国
当
時
、
美
作
国
は

小
殿
に
住
み
こ
の
地
で
逝
去
さ

後
円
部
の
頂
上
は
深
く
掘
り
取

「
北
房
は
、
な
ぜ
備
中
国
に

る
。

無
く
、
七
一
三
年
に
備
前
国
か

れ
「
小
殿
御
陵
古
墳
」
へ
葬
ら

ら
れ
て
痛
々
し
い
ほ
ど
で
す
。

な
っ
た
の
だ
ろ
う
？
」
と
い
う

こ
う
し
た
状
況
に
も
拘
わ
ら

ら
分
国
し
て
で
き
た
。

れ
た
と
言
い
ま
す
。

実
像
は
調
査
を
待
た
な
け
れ

疑
問
は
、
多
く
の
方
が
持
っ
て

ず
、
北
房
が
備
中
国
へ
属
し
た

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
気
に
な
る

い
る
と
思
う
。
そ
れ
は
、
地
形

の
に
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
政
略

正
史
も
何
ら
の
記
録
も
無
く
、

の
は
悉
皆
調
査
で
の
横
穴
式
石

か
ら
見
て
、
北
房
は
明
ら
か
に

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ

残
暑
お
見
舞
い
申
し
あ
げ

真
偽
の
ほ
ど
は
判
り
ま
せ
ん
。

室
の
存
在
で
、
六
世
紀
以
後
の

備
前
な
の
だ
。
阿
口
に
源
流
を

ま
り
、
吉
備
の
中
枢
で
あ
る
備

ま
す
。

さ
て
、
遺
跡
の
悉
皆
調

築
造
と
な

持
つ
備
中
川
が
南
へ
下
り
、
盆

中
国
の
首
長
た
ち
へ
新
し
い
政

今
年
の
夏
は
、
記
録
的
な
豪

し
つ
か
い

査
で
は
、
遺
跡
番
号
二
八

り
、
時
代

地
の
中
央
辺
り
で
南
か
ら
来
た

策
を
普
及
、
浸
透
さ
せ
る
役
割

雨
の
後
、
猛
烈
な
暑
さ
の
日
々

一
に
「
径
一
二
・
六
ｍ
、

的
に
齟
齬

中
津
井
川
と
合
流
し
、
東
へ
流

を
担
っ
て
い
た
勢
力
が
北
房
に

で
し
た
。
豊
か
な
実
り
の
穏
や

高
さ
一
・
三
ｍ
の
円
墳
で

を
来
す
と

れ
を
変
え
，
備
前
国
を
流
れ
て

居
た
。
そ
の
為
、
北
房
を
備
中

か
な
秋
が
待
た
れ
ま
す
。

き
た

南
に
開
口
す
る
横
穴
式
石

思
わ
れ
ま

旭
川
へ
と
合
流
し
て
い
る
。
弥

か
ら
離
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

秋
に
は
、
荒
木
山
の
古
墳
の

室
が
あ
る
。
ま
た
、
墳
頂

す
。

生
時
代
ま
で
は
、
備
中
川
流
域

た
。
備
中
に
止
め
る
必
要
が
あ

環
境
整
備
や
調
査
事
業
も
計

に
郡
神
社
の
御
陵
様
を
祭

は
一
体
で
境
と
い
う
も
の
は
無

っ
た
。

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方

さ
い

祀
」
と
あ
り
ま
す
。

く
、
古
墳
時
代
も
陶
棺
を
多
用

な
お
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
出
先

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

し

な
お
、
郡
神
社
社
記
に

す
る
こ
と
や
横
穴
墓
な
ど
出
雲

的
役
割
を
担
っ
た
勢
力
は
、
北

す
。

は
、
「
相
当
大
な
る
前
方
後

の
伝
統
が
備
前
を
通
じ
て
入
っ

房
の
定
古
墳
群
の
被
葬
者
で
は

小
殿
御
陵
古
墳
の
謎

吉
備
の
分
国
と
北
房

荒
木
山
の
古
墳
を
顕
彰
す
る
会

代
表

久
松

秀
雄

－ 定東塚出土の金製環と金糸 －

（「定東塚・西塚古墳」北房町教育委員会から）
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別
に
分
類
し
、
大
塚
山
古
墳
の

古
墳
と
相
似
形
の
前
期
古
墳
と

良
の
箸
墓
古
墳
で
は
、
吉
備
で

主
か
ら
の
分
与
関
係
を
明
ら
か

位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
箸
墓

製
作
さ
れ
た
特
殊
器
台
と
特
殊

に
し
た
。(

「
古
墳
時
代
の
研
究
」)

に
繋
が
る
、
こ
れ
ら
同
期
の
三

壺
が
発
見
さ
れ
、
前
方
後
円
墳

近
畿
・
中
国
・
九
州
・
関
東
の

兄
弟
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る

の
決
定
に
吉
備
が
深
く
関
わ
っ

広
域
に
展
開
す
る
十
九
古
墳
で

課
題
が
今
、
私
達
に
与
え
ら
れ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
角
縁
神
獣
鏡
が
出
土
し
て
お

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
前
方
後
円
墳
の
特
異

深
緑
に
彩
ら
れ
た
端
整
な
姿

の
親
密
な
関
係
を
示
唆
し
て
い

り
、
奈
良
県
佐
妹
田
宝
塚
古
墳

な
形
は
、
弥
生
墳
丘
墓
が
ル
ー

の
箸
墓
古
墳
に
蝉
し
ぐ
れ
が

谺

る
。

の
十
二
枚
に
次
い
で
備
前
車
塚

ツ
だ
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。

は
し
は
か

こ
だ
ま

し
、
背
後
に
は
神
の
山
・
三
輪

箸
墓
と
同
じ
古
墳
時
代
前
期

古
墳
が
十
一
枚
の
二
位
で
あ
っ

例
え
ば
、
倉
敷
市
に
在
っ
て
、

山
が
屏
風
と
な
り
、
前
方
に
は

の
京
都
・
椿
井
大
塚
山
古
墳
の

た
。
さ
ら
に
、
こ
の
う
ち
大
塚

列
島
最
大
の
楯
築
弥
生
墳
丘
墓

つ
ば

い

た
て
つ
き

崇
神
王
朝
の
跡
を
伺
わ
せ
る
纒

主
は
、
卑
弥
呼
が
魏
に
送
っ
た

山
同
笵
鏡
は
最
多
の
四
枚
を
記

は
、
南
北
に
長
さ
約
二
〇
ｍ
の

ま
き

向
遺
跡
が
展
開
し
て
い
る
。

大
夫
で
難
升
米
と
す
る
仮
説
も

録
し
、
特
別
な
関
係
を
伺
わ
せ

方
形
の
出
っ
張
り
が
あ
り
、
そ

む
く

た
い

ふ

な

し

め

日
本
書
紀
で
箸
墓
に
祀
ら
れ

あ
る
。
こ
の
古
墳
か
ら
は
、
卑

て
い
る
の
だ
。

の
一
方
は
峰
に
繋
が
り
、
一
方

た
と
さ
れ
る

倭

迹
迹
日
百
襲
姫

弥
呼
が
魏
の
皇
帝
か
ら
贈
ら
れ

備
前
車
塚
古
墳
は
旭
川
下
流

は
途
中
で
深
く
掘
り
切
っ
て
あ

や
ま
と

と

と

ひ

も
も

そ

ひ
め

命
を
魏
志
倭
人
伝
に
登
場
す
る

た
と
さ
れ
る
三
角
縁
神

獣

鏡

左
岸
の
湯
迫
の
山
麓
に
造
ら
れ
、

っ
た
と
言
い
ま
す
。

さ
ん
か
く
ぶ
ち
し
ん
じ
ゆ
う
き
よ
う

ゆ

ば

邪
馬
台
国
の
女
王
卑
弥
呼
で
あ

を
は
じ
め
多
量
の
舶
載
鏡
（
中

吉
備
最
古
の
前
方
が
撥
型
に
開

つ
ま
り
、
吉
備
の
大
首
長
の

や

ま

た
い

ひ

み

こ

は
く
さ
い

ば
ち
が
た

る
と
す
る
説
は
、
近
年
の
考
古

国
製
）
が
出
土
し
た
。
小
林
行

く
後
方
墳
で
あ
る
。
墳
長
約
五

前
方
後
円
墳
の
形
は
、
我
が

葬
列
は
、
一
方
の
峰
続
き
の
出

学
の
進
展
を
背
景
に
し
て
と
み

雄
は
、
こ
の
同
笵
鏡
（
同
じ
鋳

〇
米
で
箸
墓
古
墳
の
六
分
の
一

国
固
有
の
も
の
で
、
鍵
穴
と
か

っ
張
り
を
通
っ
て
径
四
〇
ｍ
の

ど
う
は
ん

に
有
力
視
さ
れ
て
き
た
。
全
長

型
の
鏡
）
を
各
地
の
首
長
古
墳

の
相
似
形
で
あ
る
。
多
量
の
神

壺
を
横
に
し
た
と
か
言
わ
れ
て

円
丘
へ
と
上
っ
て
い
た
の
で
す
。

二
八
〇
米
の
巨
大
な
前
方
撥
型

獣
鏡
の
出
土
は
、
考
古
学
関
係

い
ま
す
が
、
は
た
し
て
そ
の
ル

円
丘
の
頂
上
に
は
、
特
殊
壺

ば
ち
が
た

の
後
円
墳
は
、
三
世
紀
の
古
墳

者
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な

ー
ツ
は
何
処
に
あ
る
の
で
し
ょ

の
載
っ
た
特
殊
器
台
が
に
ぎ
に

時
代
幕
開
け
を
象
徴
す
る
最
大

っ
た
。

う
。

ぎ
し
く
飾
ら
れ
て
、
棺
の
下
に

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
さ
れ
る
。
ま

出
雲
に
は
、
宍
道
湖
に
注
ぐ

三
世
紀
後
半
に
前
方
後
円
墳

は
三
〇
㎏
を
超
え
る
朱
が
敷
き

し
ん

じ

こ

た
、
姫
と
大
物
主
命
と
の
神
婚

斐
伊
川
が
流
れ
て
お
り
、
中
流

は
造
り
始
め
ら
れ
ま
す
が
、
そ

詰
め
ら
れ
る
な
ど
、
大
首
長
に

ひ

い

か
わ

説
話
の
悲
し
い
物
語
は
、
愛
の

に
出
雲
最
古
と
さ
れ
る
松
本
一

の
際
列
島
各
地
か
ら
首
長
た
ち

相
応
し
い
品
々
が
献
じ
ら
れ
ま

誠
を
訴
え
て
胸
を
打
つ
の
で
あ

号
墳
が
あ
る
。
前
方
撥
型
の
後

が
集
ま
っ
て
新
し
い
墳
墓
の
形

し
た
。

る
。

方
墳
は
、
車
塚
古
墳
と
相
似
形

を
決
め
、
首
長
の
勢
力
や
ヤ
マ

こ
の
よ
う
に
し
て
、
弥
生
墳

箸
墓
は
、
現
在
宮
内
庁
の
管

を
な
し
、
松
本
清
張
も
「
倭
と

ト
政
権
と
の
関
係
性
な
ど
か
ら
、

丘
墓
か
ら
前
方
後
円
墳
へ
と
変

理
下
に
あ
り
発
掘
調
査
は
認
め

古
代
ア
ジ
ア
史
考
」
の
中
で
、

墳
墓
の
大
き
さ
や
築
造
の
日
数
、

化
し
た
と
い
う
説
は
、
真
実
味

ら
れ
て
い
な
い
が
、
管
理
中
に

吉
備
と
出
雲
の
濃
密
な
交
流
の

働
く
人
数
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

を
持
っ
て
迫
っ
て
き
ま
す
。

発
見
さ
れ
た
祭
祀
用
の
特
殊
器

証
左
と
指
摘
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
首
長
の
序
列
を
古
墳

な
お
、
六
世
紀
末
に
は
、
前

台
に
は
吉
備
地
方
固
有
の
孤
帯

備
中
川
右
岸
の
荒
木
山
東
塚

に
反
映
さ
せ
た
の
で
す
。

方
後
円
墳
の
築
造
は
終
わ
っ
て

文
が
施
さ
れ
、
ヤ
マ
ト
と
吉
備

古
墳
は
、
古
く
か
ら
備
前
車
塚

列
島
で
最
初
に
造
ら
れ
た
奈

い
ま
す
。

古

代

史

解

明

の

鍵

荒
木
山
の
古
墳
を
顕
彰
す
る
会

顧
問

戸
村

彰
孝

【備前車塚古墳の墳丘図】吉備の古墳〈上〉から

【三角縁神獣鏡】

日本史もの事典から

前
方
後
円
墳
の
ル
ー
ツ
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南
條

保
之
（
副
代
表
）

か
ら
、
「
城
御

(

下
中
津
井)

」
な
ど
の
山
城
は
、

難
波

正
夫
（
幹
事
）

崎
城
」
と
で
も

戦
国
大
名
の
毛
利
氏
と
宇
喜
多

西
谷

寛
（
顧
問
）

仮
称
し
ま
し

氏
の
抗
争
の
様
子
を
見
る
こ
と

原
田

重
隆

ょ
う
。

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
織
田
氏

久
松

秀
雄
（
代
表
）

城
の
縄
張
り

と
対
峙
の
宇
喜
多
直
家
の
救
援

天
野

光
暉
（
監
事
）

平
城

元

は
、
西
塚
へ
と

の
た
め
、
当
時
同
盟
に
あ
っ
た

石
田

一
盈

本
元

基
司

古
墳
時
代
の
東
塚
で
は
な
く
、

続
く
尾
根
を
堀
切
で
遮
断
し
、

毛
利
輝
元
が
、
勝
山
高
田
城
か

伊
藤

輝
子

三
浦

明
（
幹
事
）

中
世
の
様
子
を
知
る
こ
と
も
、

墳
丘
南
側
に
広
い
曲
輪
を
確
保

ら
陣
を
「
水
田
」
へ
移
し
た
と

く
る

わ

井
原

隆
志
（
幹
事
）

宮
田

美
輝
（
庶
務
）

地
域
の
歴
史
を
知
り
学
ぶ
う
え

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
古
墳

あ
り
ま
す
。

岩
藤

昭

山
崎

和
光
（
監
事
）

で
大
切
で
す
。

前
方
部
南
側
を
崩
し
て
平
坦
面

水
田
在
陣
の
場
所
は
ど
こ
か
。

上
谷

仁
志

山
本

昇

東
塚
古
墳
は
、

中
世
山
城(

源

を
緩
や
か
な
斜
面
に
つ
な
げ
て

多
く
の
軍
勢
が
布
陣
・
駐
留
で

畦
田

正
博
（
庶
務
）

山
本

肇

平
～
戦
国
時
代
）
と
し
て
利
用

い
ま
す
。
さ
ら
に
墳
丘
及
び
南

き
る
陣
所
し
て
は
、
丘
陵
上
の

大
植

昭
一
（
幹
事
）

三
七
名

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

曲
輪
周
辺
は
、
帯
状
に
曲
輪
を

「
城
御
崎
城
」
や
「
荒
木
城
」
、

奥
田

健
治
（
会
計
）

（
平
成
三
〇
年
八
月
現
在
）

城
郭
の
多
く
は
、
地
名
や
山

巡
ら
せ
、
浅
い
谷
筋
と
並
行
し

「
福
尾
城
」
な
ど
の
城
郭
に
比

大
柳

幸
恵

名
で
「
○
○
城
」
と
呼
ば
れ
て

て
土
塁
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

定
さ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

岡
崎

誠
一

お
り
、
荒
木
・
宮
前
集
落
で
は
、

北
側
か
ら
は
広
く
水
田
平
野
部

中
世
山
城
と
し
て
幾
多
の
歴

小
田

寿
夫

「
城
﨑
」
と
い
う
名
字
、
「
城

が
眺
望
で
き
、
美
作
方
面
へ
の

史
を
刻
む
東
塚
や
周
辺
の
城
郭

小
田

裕
章

御
崎(

前)

」
の
通
称
地
名
な
ど

出
入
り
口
を
指
向
で
き
ま
す
。

の
正
確
な
図
面
は
無
く
、
圃
場

角

清
己

構
造
面
か
ら
「
陣
城
」

整
備
で
地
割
れ
が
失
わ
れ
た
平

加
戸

宏
司

趣
旨
に
賛
同
し
、
入
会
を
希

と
し
て
の
機
能
の
山
城

野
部
と
合
わ
せ
て
、
今
後
の
基

紙
谷

吉
明

望
さ
れ
る
方
は
、
本
会
役
員
に

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

礎
調
査
が
望
ま
れ
ま
す
。

川
口
與
志
継
（
幹
事
）

お
申
し
出
下
さ
い
。
そ
し
て
、

東
塚
周
辺
に
は
、
こ

黒
田

秀
男

入
会
時
に
年
会
費
三
千
円
を
納

の
外
に
も
、
「
荒
木
城
」

※

真
庭
市
教
育
委
員
会
参
事

森

斉
藤

秀
雄

入
下
さ
い
。

「
福
尾
城
」
「
小
殿
城
」

俊
弘
氏
の
歴
史
講
座
「
中
世
の
荒

坂
本

信
広

会
員
へ
は
、
当
会
の
活
動
状

「
小
松
城
」
「
四
畝
城
」

木
山
東
塚
古
墳
」
か
ら
そ
の
一
端

志
田

浩
一
（
幹
事
）

況
や
計
画
を
お
知
ら
せ
す
る
ほ

な
ど
の
城
郭
機
構
が
散

を
紹
介
し
ま
し
た
。

武
村

邦
夫

か
、
真
庭
市
が
開
催
す
る
歴
史

在
し
ま
す
。

戸
村

彰
孝
（
顧
問
）

関
係
の
講
演
会
な
ど
も
ご
案
内

史
料
で
は
、
「
四
畝

◎
「
荒
木
山
通
信
」
は
、
北
房

中
山

進

し
ま
す
。

城
」
や
「
山
王
城(

五

振
興
局
・
北
房
文
化
セ
ン
タ

中
山

荘
司
（
幹
事
）

名

）
」
、
「
佐
井
田
城

ー
に
あ
り
ま
す
。

【
会
員
紹
介
】

ア
イ
ウ
エ
オ
順

荒
木
山
を
訪
ね
て
（
そ
の
三
）

東
塚
と
中
世
山
城

《
入
会
の
す
す
め
》

【城御崎城見取図】

真庭市生涯学習課参事 森俊弘氏作成


